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斑点米を減らそう！ 

７月初めは雑草地の草刈り適期!! 
 

 除草を行っていない水田周辺雑草地では、斑点米カメムシ類の生息数が多く、特にカス

ミカメムシ類の発生が多くなっています。また、すでに水田内への侵入もみられています。

斑点米カメムシ類の増殖を抑えるため、７月初めまでに、大麦跡や畦畔など水田周辺雑草

の除草を徹底しましょう。 

 

１ 発生状況 

○６月下旬までに除草を行っていない雑草地で

は、アカスジカスミカメやアカヒゲホソミドリ

カスミカメが多く発生している。 

○カスミカメムシ類は雑草地から約７０ｍ飛翔

し、斑点米の発生に影響を及ぼす。 

○すでに水田内に侵入している圃場は平年より

多く、今後はイネの出穂とともに水田内の生息

数が多くなると予想される。 

２ 防除対策 

○斑点米カメムシ類は、イネ科雑草で増殖するため、必ず水田周辺の雑草を除去する。 

○オオムギ跡は、雑草が伸び、カメムシ類の増殖地となっているので、ロータリーで浅く耕起するかモア

等で除草する。 

○草刈りは、斑点米抑制効果の高い７月初めまでに行う。（県下一斉草刈りデーは７月１、２日） 

○出穂期以降の草刈りは、カメムシ類の水田内への侵入を助長するので行わない。 

○ヒエ等の水田内の雑草は、カメムシ類の本田侵入、定着を助長するので、除草を徹底する。 

病害虫 防除だより 

農業試験場 病害虫防除室 連 絡 先  0776(54)5100(代) 

☆最新の農薬登録情報 (http://www.acis.famic.go.jp/search/vtllg301.do) を確認して下さい 

☆詳しい農薬情報は農林水産省ホームページ(http://www.maff.go.jp/nouyaku/)の「農薬コーナー」をご覧ください 

アカスジカスミカメ成虫 アカヒゲホソミドリカスミカメ成虫 ホソハリカメムシ成虫 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

7月上旬 7月下旬 8月上旬

斑
点
米
率
（
％
）

大麦跡雑草地の草刈時期

農
薬
の
飛
散
に
注
意
し
、
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う 

 

病

害

虫

の

適

期

防

除

に

努

め

ま

し

ょ

う 

http://www.maff.go.jp/nouyaku/

